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【研究プロジェクト名および概要】 
 
Ⅰ. ウイルス感染症に対する免疫応答 
 新型コロナウイルスやエボラ出血熱などウイルス感染症はヒトの健康と生命を脅かすだけでなく、社

会の混乱や停滞を招く深刻な問題です。ウイルスに対する免疫応答を理解することは、新たな治療薬の

開発や病気の診断と予防の基礎としての重要があります。私たちの研究室では新型コロナウイルスやイ

ンフルエンザウイルスなど、ウイルスに対する免疫応答の分子メカニズムの解明に取り組んでいます。

これまでに新型コロナウイルスに対する自然免疫応答のメカニズムについて論文発表をした他、自然免

疫に関与する分子群の新たな発見やその機能解析などを行ってきました。また、ウイルスに対する抗体

を改変した人工抗体を用いた新たな治療薬の開発にも取り組んでいます。 
 
Ⅱ. 高齢者向けワクチンの開発 
 感染症の最も強いリスク因子は加齢であることが知られています。そのため高齢者にワクチン接種が

特に推奨されていますが、高齢者では様々な要因からワクチン予防効果が低下していることが知られて

います。そのため、高齢者にも高い予防効果を示すワクチンの開発が求められています私たちの研究室

ではマウス老化モデルを用いて高齢者向けワクチンの研究を進めています。 
 
Ⅲ. アレルギー・自己免疫疾患のメカニズム 
 免疫は感染症だけではなく、その制御の異常により自己免疫疾患やアレルギーを発症することが知ら

れています。一方で、発症する人としない人の個人差の原因は十分には解明されていません。私たちの

研究室ではアレルギーや自己免疫疾患の個人差の原因となる未知の要因について研究を進めています。 
 
Ⅳ. 抗腫瘍免疫 
 抗 PD-1 抗体などの免疫チェックポイント阻害剤は、がん免疫療法として有効性を示していますが、そ

の奏功率は未だ３割から４割程度と低迷しています。私たちはマウス動物モデルを用いてがん免疫療法

の奏功率を大きく改善する方法の開発をしています。 
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【特殊技術・特殊装置】 
 
1. mRNA 量の定量  5.  セルソーター 
2. 樹状細胞とマクロファージの分化誘導 6. Ｂ細胞遺伝子再編の誘導 
3. エクソソームの精製 7. 次世代シークエンサーを用いた RNA-Seq 解析 
4.  ウイルスの力価測定     8. マウスを用いた免疫応答の解析 
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